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報告 

性的搾取・虐待・ハラスメントにノーと言おう： 

災害時の暴力とサイコロジカル・ファーストエイド（PFA） 

子ども・女性・みんなを守るために 

 

岡本 菜穂子 

 

はじめに 

上智大学グローバル・コンサーン研究所は、「災害」時の人道支援を考えるきっかけとして、

2022年度から人道支援の国際基準であるスフィアと関連した特定の懸念事項にフォーカスした

テーマで企画を行なってきました。これまで自然災害、紛争、慢性的事態や突発的事態、複雑

な政治的緊急事態など様々な状況を「災害」と指し、国際的な共通理解の基盤としてスフィア

の「人道支援の必須基準（Core Humanitarian Standard/CHS）」の柱を知る機会を設けてきました。

災害対応に関連した特定の懸念事項、ジェンダーに基づいた暴力の特定とそのリスクについて

は 2023 年度に性的搾取虐待ハラスメントからの保護（PSEAH）を通して学ぶ機会を企画しまし

た。 

「災害」における脆弱性や苦痛の最大の源の一部は、「災害」の感情的・社会的・身体的及び

精神的な複雑な影響から生じるものです。これらの反応の多くは正常であり、時間と共に乗り

越えられるものであります。被災者自身が困難に立ち向かい回復へ向かうために私たち支援者

は何をすれば良いのでしょうか。ノウハウを学ぶのではなく、相手の状況に心を寄せて考える

きっかけとして、2024 年度はセミナー「災害時の暴力とサイコロジカル・ファーストエイド（PFA）

子ども・女性・みんなを守るために」を企画しました。 

サイコロジカル・ファーストエイド（PFA）は、危機的な状況に直面した人たちの心のけがの

回復を助けるための基本的な対処法です。「PFA」を学ぶことで「災害」時のみならず、普段の

生活等で危機的な状況に遭遇した人が、現状以上の心理的被害を受けないよう誰もが安心した

環境下で、困難を乗り越えられるよう支援できる社会について考える機会として本セミナーを

開催しました。 

 

概要 

登壇者福田紀子氏より、紛争地や災害地での人道支援の活動において国際的な共通理解の基

開催日: 2025 年 1 月 15 日（火） 

登壇者: 原田奈穂子（岡山大学ヘルスシステム統合科学研究科看護科学） 

福田紀子（イエズス会社会司牧センター「旅路の里」） 

進行：岡本菜穂子（グローバル・コンサーン研究所所員） 

参加者: 14人 
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盤として普及してきたスフィア・プロジェクト(The Sphere Project)基準からスフィアが重視され

るようになった経緯、スフィアの「人道支援の必須基準（Core Humanitarian Standard/CHS）」の

中で取り上げられている心理社会的サポートが紹介された。その後、少人数グループにわかれ

参加者同士で「災害」というキーワードからイメージすることを出し合って全員で共有した。 

第 2 部は登壇者原田奈穂子氏より、グループ毎に参加者同士がお互いを知る機会としてアイ

スブレークを行った。アクティビティの時間を経て、国内外の PFA の事例紹介を加えながらこ

ころのケアの 5 つの原則、PFA とは、PFA を知っておいたほうがよい理由について、の説明と

問いがあった。参加者同士の対話を交えながら、グループで意見交換を行なった。 

その後に、「ストレスのちから」が説明され、災害現場で出会う反応が表に出現している被災

者と内に溜め込んでいる被災者との両者が存在していること、表現方法が異なることを事例を

交えながら紹介された。途中休憩を兼ねて、ストレスが高まっている時に有効な呼吸がしやす

く集中力をあげるストレッチ方法が紹介され、参加者全員で体験した。 

参加者がリラックスしたところで、心のけがを受けた方々を支えるにあたっての PFA ツール

1：ピラミッドが紹介され 、アニメキャラクターの事例を基にグループワークを行った。グルー

プワークでは、参加者が対象者へ関わるときにどのようなことに気をつけるかの意見を出し合

い、その後に各グループから発表を行った。各グループからの発表を受けて、登壇者原田氏よ

り、PFA のツール 2：活動原則（Prepare,Look,Listen,Link:1P+3L）が紹介された。直接関わるま

での準備（Prepare）として、自分自身が誰かのサポートをできる状態かどうかを知ること、駆

けつける場所の環境やインフラの状況がどうなっているかなど色々と事前に調べること、発生

した出来事はどのぐらいの規模で被害状況はどうなっているのか、現地の安全と治安情報につ

いても可能な限り収集すること、現地で使用されている言語や文化、その場の安全性とリスク

はどんなことがありそうか、現場で使用可能な社会資源やサービスはどんなものがあるのかな

どを、できる限り収集して準備をしていくことが重要であることが説明された。その上で、自

分自身の目でみて当事者を観察し（Look）、対象者へ近づき注意を払いながら積極的傾聴を行い、

ニーズや心配事がないかをきき（Listen）、差し迫ったニーズや問題の解決策を当事者が見つけ

られるように、情報、社会的支援、その他の支援やサービスにつなぐ（Link）ことが説明された。

さらに子どもへの PFA の実際として、セーブ・ザ・チルドレンが提供している動画「Psychological 

First Aid (PFA) - parents and caregivers in distress」が紹介され、特に幼い子どもの PFA には子

どもの親への PFAを提供することで、幼い子どもの心理的安全が確保されることが強調された。

最後にがんばった自分を労わる方法として「呼吸法」が紹介され、参加者全員で体験した。 
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原田奈穂子氏セミナー資料 
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岡本 菜穂子（おかもと なほこ） 

（グローバル・コンサーン研究所、上智大学総合人間科学部看護学科） 
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